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まちの将来を考える
　    　       「町財政の将来予測」

�
　　　  まちの  10月からはじまる
　　 ごみ処理 有料化

�
          未来へつなぐために
　　   見つめてみよう上富良野の景観　　

�カメラ見てあるき
■十勝岳登山口に新しい標識
■100年をへて新たなる旅立ち
■交通安全を願って ほか
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家庭教育シリーズ【18６】　清富小学校長　

Myホームページ紹介 あきらフォトギャラリー  津幡  昭さん
インタビュー　  仙波　勲さん
ふぁみりーパズル

�町立病院だより　薬剤師　松尾　和彦

�
健康予防カレンダー
わが家のアイドル

�
8月のお知らせ　
まちの行事予定・児童館だより
■上川南部防火駅伝参加募集
■いじめ・体罰特設相談所
■住民基本台帳ネットワークシステム 　ほか

�防災一口メモ�　富良野断層帯の調査始まる

�

かみふっこギャラリー　わかば愛育園児作品
人めぐり逢い
人のうごき
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生涯学習だより まなびの輪    
水中ゲーム大会
生涯学習情報
参加レンダー
公民館図書室 新刊のご案内

上富良野町広報誌　２００２年8月号   目次
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【中富良野町】 夏最後を飾る
２００２年納涼まつり

　恒例の「納涼まつり」では団体仮装懸賞盆踊り大
会を開催します。仲間と一緒に見ても良し、踊っ
ても良し。あなたも参加してみませんか？
　とき　８月２０日（火）
　　　　　子ども盆踊り　　１８時３０分～１９時４０分
　　　　　団体仮装懸賞盆踊り　２０時～２１時
　　　　　　（受付　１９時～１９時３０分）
　場所　中富良野町役場駐車場
問合せ　中富良野町観光協会事務局　��２１２１

【南富良野町】 アウトドアを満喫
かなやま湖キャンプ場

　湖畔に広がるキャンプ場は、まさに楽園！
　高台から湖を見下ろすオートキャンプ場は、設備
の整った６３のスタンダードサイトと８つのキャン
ピングカーサイトがあり、広々として快適です。
　森と湖の楽園―かなやま湖でのんびり過ごして
はいかがですか。
問合せ
　湖畔キャンプ場管理事務所��３１３２（予約不要）
　オートキャンプ場管理棟　��２００２（要予約）

【富良野市】 ありがとう２０年　　
「北の国から」資料館

　連続テレビドラマ「北の国から」の撮影に使われ
た大道具・小道具・衣装をはじめ、倉本聰さん直筆
の原稿など数々の作品が展示され、感動のシーン
がよみがえります。ぜひ、ご来場ください。
　場所　富良野駅前石造倉庫
　時間　８時３０分～１８時
　料金　大人　５００円、小学生　３００円
　期間　８月２６日（月）まで
問合せ　富良野市役所商工観光課　��２３１２

【上富良野町】ＮＨＫ移動映像図書館
『見るぞう君』が郷土館に！

　ＮＨＫ移動映像図書館『見るぞう君』が上富良野
町郷土館に来ます。
　場所　上富良野町郷土館（富町１丁目３番２５号）

��５０３７
　時間　９時００分～１６時
　期間　８月１０日（土）から１８日（日）まで
問合せ　教育委員会社会教育課　��５５１１
　　　　または、公民館　　　　��３１５８

【占冠村】とってもおいしい
占冠村の山菜

　占冠村の特産品はおいしい山菜。
　皆さんのお近くのスーパーなどでも購入できま
す。いろんな料理に使える占冠村の山菜。
　ぜひ、大自然の味、占冠村の山菜をお楽しみくだ
さい。
問合せ　占冠村山村産業振興公社　��２８３２
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（注）  シミュレーション
一定の法則に従い、実際の
現象などを推測したり模擬
的に実現すること。

　

北
海
道
の
交
付
税
の
傾
向
は
、（
表
１
）
を

見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
平
成　

年
度
で
１

１７

兆　

億
円
の
減
、
平
成　

年
度
で
２
兆　

億

５２２

２２

７４１

円
、　

年
度
に
は
２
兆　

億
円
も
の
交
付
税

３２

９６８

が
北
海
道
全
体
で
減
額
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。

　

道
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地
方
交
付

　

将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
のののののののののののののののののののののののののののののの
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測

将
来
の
予
測

税
総
額
は
、
平

成　

年
度
を
基

１２
準
に
し
て
推
計

さ
れ
、　

％
程

３０

度
の
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま

す
。

３２年度２２年度１７年度１２年度区  分

7,069億円7,296億円8,515億円10,037億円配分総額

－29.7％－27.5％－15.3％－平成１２年か
らの伸び率

（表１）

※推計年度の交付税は、間差額を均等に低減すると推計

依存財源
国や道などから町
に入ってくる財源
を「依存財源」と言
い、全体の約８割
で、６２億５千万円ほ
どあります。

自主財源
町の直接の収入である町税や使
用料などの財源を「自主財源」と
言い、全体の20.3％で、約１６億円
です。

（グラフ１）

自主財源依存財源

歳入
７８億５,１００万円

地方交付税
交付金
４１．４％

国庫・道国庫・道
支出金支出金
２２２２．３．３％％

繰入金
約２億円が繰入金として基金（貯
金）を取り崩して充当しされてい
ます。基金は、目的別に使い道が
決まっていて、あらかじめ、それ
ぞれの基金から充当して事業を行
うものがあります。
その他に、歳入の不足を補うこと
もあり、本年度は１億３千万円が
歳入不足となり、財政調整基金な
どから充当されています。

地方交付税交付金
依存財源のうち最も割合の高いのが地方交付税で、３２億５
千万円と歳入全体の約４割を占めています。国の財源不足
から地方交付税は、減額の傾向にあります。

国庫・道支出金
いわゆる「補助金」や「交付金」のこと
で、その事業により使いみちが決まって
いて、歳入全体の約２割を占めています。

町税
その他収入
１７．７％

町債
その他交付金
１６．０％
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海
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の
推
計

　まちの歳入（収入）状況の　お・さ・ら・い
　平成１４年度一般会計の町の歳入をグラフ１で示しています。
　町の歳入合計は、７８億５千100万円で、このうち８割が国や道からの収入となっており、
国や道の制度やしくみが変わると、町の歳入が大きく変化します。
　町の将来や市町村合併を考える時に、地方交付税の動向や制度が注目されるのは、グ
ラフ１のように、歳入に占める割合が４割と最も高いためです。
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�地方交付税交付金 �
　毎年、特別な理由なく通常かかる経費を基準とした交付税額（人口や
　学校の数などを基準として計算されます）の減少率を平成２２年度まで
　毎年３％と仮定し、以降は０．１％とほぼ横ばいで試算しました。
　合併しなかった場合の、地方交付税の算出方法の変更や特殊な要因
　は、考慮していません。この結果、平成２２年度まで毎年約１億円ずつ
　減少し、最終的には２５億円程度になるという試算となりました。
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下
、
町
推
計
）

　

試
算
の
方
法
を
道
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

合
わ
せ
、
上
富
良
野
町
の
個
別
の
要
因
に
つ

い
て
は
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
北
海
道
全

体
の
傾
向
に
当
て
は
め
た
場
合
の
歳
入
・
歳

17年度14年度

平成１９年度で基金を使い切る

� 歳入 �
地方交付税交付
金の減少を反映
し、平成２０年度に
は、本年度に比べ
て約１０億円、平成
３２年には約１５億
円の減額と推計
されました。

（グラフ２）

２２年度 ２７年度 ３２年度

�

�

�

単位：万円（表２）　主な歳入・歳出
32年度27年度22年度17年度14年度

２５億2,181２５億3,446２５億4,717２９億6,619３２億5,000地方交付税
交付金

６３億1,904６４億8,805６６億6,555７６億8,548７８億5,100歳入計

１３億3,454１３億6,841１４億0,314１４億3,875１４億6,055人件費

１７億0,511１８億4,832２０億0,356２１億7,183２２億7,951投資的事業

７０億1,905７２億2,716７４億4,859７６億8,548７８億5,100歳出計

平成２２年度までに
毎年約１億円ずつ減少する

平成20年度には
１0億円減少する

 �投資的事業 �
　投資的事業は、道路や橋などの建設や各種
　の施設の建築など、公共的な施設整備や住
　環境整備が主な内容です。本年度の約２２億
　８千万円から平成２２年度には約２０億円と２
　億８千万円減額する見込みです。

�人件費�
　人件費は、職員や特別職、議会議員の給与
　や報酬だけでなく、社会保険や年金などの
　事業主負担分なども含まれた金額です。
　本年度は約１４億６千万円ですが、平成２２年
　度には約１４億円と、６千万円減少する見込
　みです。本年度の一人当たりの人件費で計
　算すると約１０人分に相当します。

億円

　

ま
ち
の
推
計

地方交付税
交付金

歳入

歳出



� かみふらの 広報８月号
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富
良
野
沿
線
５
市
町
村
が
合
併
し
な
か
っ

た
場
合
と
合
併
し
た
場
合
の
歳
入
と
収
支
の

額
を
、
道
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
（
グ
ラ
フ
３
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
し
て
い
ま
す
。

 
収 
支 

　

収
支
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例
措
置
を
受

け
て
平
成　

年
度
ま
で
上
昇
し
ま
す
が
、
そ

２６

れ
以
降
減
少
し
、
平
成　

年
度
で
下
げ
止
ま

３１

り
、
安
定
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
効
果

は
歳
入
（
財
源
）
を
高
い
レ
ベ
ル
で
維
持
す

る
の
で
は
な
く
、
歳
出
の
抑
制
に
よ
っ
て
効

果
を
発
揮
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
て
、
合

併
し
た
場
合
に
は
、
平
成　

年
度
ま
で
に
新

２６

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
完
成
さ
せ
、
今
ま
で
の

５
市
町
村
の
合
計
額
以
下
に
歳
出
を
抑
制

し
、
効
率
の
良
い
行
政
体
系
を
確
立
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

 
歳 
入 

　

平
成　

年
度
ま
で
は
、
合
併
し
た
場
合
と

２６

合
併
し
な
か
っ
た
場
合
の
５
市
町
村
の
合
計

が
同
じ
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
合
併
し

な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
後
の
５
市
町
村
の
合

計
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、
合
併
し
た
場
合
に
は
５

年
間
減
少
し
、　

年
度
以
降
横
ば
い
と
い
う

３１

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

合
併
し
た
場
合
の
歳
入
は
、
合
併
後　

年
１０

間
は
、
地
方
交
付
税
の
交
付
額
が
合
併
前
の

合
計
額
と
同
じ
だ
け
交
付
さ
れ
、
そ
の
後
、

５
年
か
け
て
段
階
的
に
通
常
の
交
付
額
ま
で

減
少
さ
せ
る
と
い
う
合
併
特
例
法
の
ル
ー
ル

に
基
づ
い
て
試
算
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

ど
の
よ
う
に
地
方
交
付
税
が
減
っ
て
い
く
の

か
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
道
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
平
成　
２７

年
度
以
降
も
ほ
ぼ
横
ば
い
の
ま
ま
と
想
定
し

て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
地
方
に
配
分
す

る
交
付
税
の
総
額
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
合

併
し
た
自
治
体
に
は
、
従
来
の
交
付
税
額
を

維
持
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
し
な
か
っ
た
自

治
体
に
配
分
す
る
お
金
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
多
く
の
自
治
体
が
心

ままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ののののののののののののののののののののの

将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
将
来
ををををををををををををををををををををを

考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
ええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
え
る

　

地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、
一
層
の
自
己

決
定
、
自
己
責
任
能
力
が
地
方
自
治
体
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
使
い

道
も
自
ら
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
住
民
と
行
政
機
関
が
と
も
に
話
し
合

い
、
お
互
い
に
責
任
を
持
っ
て
施
策
を
決
め
、

ど
こ
ま
で
が
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
で
、

ど
こ
か
ら
が
住
民
自
ら
が
行
う
こ
と
な
の

か
、
新
し
い
行
政
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

当
た
り
前
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
白

紙
に
戻
し
て
組
み
立
て
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

６
月
か
ら
の
３
回
の
特
集
で
は
、
情
報
と

し
て
は
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
機
に
町
の
将
来
に
つ
い
て
一

考
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　

　

富
良
野
沿
線
５
市
町
村
の
姿

　

お
わ
り
に

開  催
「夢、未来を語ろう
まちづくりトーク」

町の将来、市町村合併などについて、
皆さんと話し合う機会です。
　ぜひ参加いただき、

ご意見をお聴かせください。

　とき　８月２７日（火）
　場所　公民館大ホール
　時間　１３時３０分と19時の
　　　　２回開催

（グラフ３）

交付税の
減少を反映して
減額していく�

事務事業の
効率化により、
収入が減っても
収支は上向く�

平成27年から３１年度
交付税が５年間で段階
的に減少

�

�
平成１７年から２６年度
合併した場合、特例法により
交付税額が維持される

�
平成１７年度
合併特例法の期限

億円

合併歳入

非合併５市町村歳入

合併収支

非合併５市町村収支

収支

歳入

17年度

合併しなかった場合
ずっと赤字

14年度 ２７年度２２年度 32年度

�

�
平成３２年から
ひとつのまちと
して通常の交付
税が交付される



�

�
 
排
出
ご
み
と
集
積
所
の

　
 
管
理
は
地
域
で
行
い
ま
す

　

家
庭
ご
み
を
排
出
す
る
方
法
は
、

町
が
定
め
た
分
別
に
従
い
、
そ
れ
ぞ

れ
指
定
袋
で
定
め
ら
れ
た
集
積
所

に
排
出
し
ま
す
。
な
お
、
集
積
所
に

排
出
さ
れ
た
ご
み
は
、
集
積
所
の
管

理
も
含
め
、
排
出
さ
れ
る
方
々
の
責

任
で
管
理
し
ま
す
。　

�
 
紙
類
分
別
収
集
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

新
た
に　

月
か
ら
「
紙
類
」
を
分

１０

別
収
集
し
ま
す
。

　

紙
類
と
し
て
は
、
新
聞
紙
（
チ
ラ

シ
を
含
む
）、
雑
誌
、
紙
パ
ッ
ク
、
段

ボ
ー
ル
の
４
種
類
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に

分
類
し
、
ひ
も
で
束
ね
て
排
出
し
ま

す
。

�
本
格
的
に
生
ご
み
分
別
収
集
が

　

は
じ
ま
り
ま
す

　

現
在
、
市
街
地
区
の
み
試
行
用
袋

で
生
ご
み
分
別
収
集
を
し
て
い
ま
す

が
、　

月
か
ら
は
資
源
回
収
と
し
て

１０

本
格
的
に
行
い
、
特
殊
素
材
の
袋
で

排
出
し
ま
す
の
で
、
生
ご
み
指
定
袋

は
指
定
小
売
店
等
で
購
入
し
ま
す
。

�
粗
大
ご
み
は
戸
別
収
集

　

粗
大
ご
み
は
、
戸
別
収
集
と
な
り

ま
す
。

　

排
出
す
る
場
合
は
、
町
の
指
定
業

者
に
連
絡
し
、
収
集
し
ま
す
。
手
数

料
は
、
指
定
シ
ー
ル
を
指
定
店
か
ら

購
入
し
、
排
出
す
る
粗
大
ご
み
に
必

要
な
金
額
を
貼
付
し
ま
す
。　

�
 
指
定
袋
は
指
定
店
で
購
入
し
ま
す

　

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
資
源
と

し
て
回
収
す
る
も
の
は
、
収
集
運
搬

処
理
に
要
す
る
手
数
料
は
無
料
で
す

が
、
缶
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
町

　

一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
処
理
に
係
る
費
用

の
一
部
を
排
出
者
で
あ
る
住
民
の
皆
さ
ん
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
上
富
良
野
町
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」
の
改
正
を

行
い
、　

月
１
日
か
ら
有
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

１０

　

有
料
化
を
実
施
す
る
大
き
な
事
由
は
二
つ
、

１
つ
目
は
、
廃
棄
物
を
「
燃
や
す
ご
み
」「
埋
め

る
ご
み
」
の
非
資
源
化
物
と
リ
サ
イ
ク
ル
等
が

で
き
る
資
源
化
物
に
分
け
て
、
非
資
源
化
物
の

排
出
を
で
き
る
限
り
抑
制
し
、
将
来
に
向
け
て

地
球
環
境
の
保
全
に
努
め
る
こ
と
。

２
つ
目
は
、
町
の
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
処

理
に
係
る
費
用
は
年
間
３
億
円
を
超
え
て
お

り
、
町
全
体
の
財
政
状
況
も
一
段
と
厳
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
費
用
の
一
部
を
住
民

の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

多
く
ご
み
を
排
出
す
る
方
も
、
少
な
く
ご
み

を
排
出
す
る
方
も
、
同
じ
町
費
（
税
金
）
が
使

わ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
不
公
平
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
多
く
の
ご
み
を
排
出
す
る
方
に
は
多
い

手
数
料
を
、
減
量
等
を
講
じ
て
少
な
く
排
出
す

る
方
は
、
少
な
い
手
数
料
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
排
出
量
に
応
じ
た
負

担
を
し
て
い
た
だ
く
「
従
量
制
」
を
用
い
て
お

り
ま
す
。
負
担
い
た
だ
い
た
手
数
料
は
、
廃
棄

物
関
連
費
用
（
収
集
・
運
搬
・
処
理
）
に
当
て

ら
れ
ま
す
。
条
例
改
正
の
主
な
内
容
は
、
下
の

�
〜�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
負
担
す
る
費
用
の
積
算
に
つ
い
て
は
、

上
記
の
試
算
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
有
料
化
対
象
ご
み
は

　

一
般
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み

　

燃
や
す
ご
み
、
埋
め
る
ご
み
、
粗

大
ご
み
の
非
資
源
化
物
の
処
理
費

用
の
う
ち
、
施
設
建
設
費
用
を
除

き
、
そ
の
３
分
の
１
程
度
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
般
ご
み
・
不

燃
ご
み
は
、　
�
袋
一
枚　

円
、　

４５

９０

３０

�
袋
一
枚　

円
の
指
定
袋
を
購
入

６０

し
ま
す
。
粗
大
ご
み
は
、　

円
、　

３００

６００

円
、　

円
で
、処
理
券
（
指
定
シ
ー

900

ル
）
を
購
入
し
貼
付
し
ま
す
。
指
定

袋
、
指
定
シ
ー
ル
は
町
が
指
定
す
る

小
売
店
で
購
入
し
ま
す
。

　

一
世
帯
平
均
と
は
い
え
、
年
間
約
７
千　

円
の

500

出
費
は
た
い
へ
ん
ね
！

　

で
も
、
ご
み
処
理
に
、
こ
ん
な
に
お
金
が
か
か
っ

て
い
る
と
な
る
と
、
有
料
化
の
「
従
量
制
」
も
必
要

な
の
か
も
ね
。

　

み
ん
な
が
き
ち
ん
と
分
別
し
て
、
ご
み
の
資
源

化
と
減
量
化
を
す
す
め
る
こ
と
ね
。

すすめよう！　きちんと分別　ごみの資源化・減量化

　
　

「
一
般
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」
を
改
正

が
指
定
し
た
指
定
袋
で
排
出
し
ま

す
の
で
、
指
定
袋
を
指
定
小
売
店
等

で
購
入
し
ま
す
。

　非資源化　　     資源化物　　   処理費用
 （4,197 �）　　　（520 �）　　　（計4,717 �）

１億8,445万円 ＋  5,496万円  ＝  ３億1,437万円

　　　�　（これから施設建設費用等を除く）

有料化対象経費　　 　このうちの３分の１を負担
１億２,792万円　　�　約3,838万円

※試算（ごみ処理実績をもとに減量を予測して80％推計）　　　
収集一般ごみ　　　 ９０円／袋×６９袋×５,４００世帯×0.8＝約2,683万円
収集不燃ごみ　　　 ９０円／袋×６袋×５,４００世帯×0.8＝約   233万円
直搬一般・不燃ごみ  １２０円／10�×668�×0.8＝約   641万円
収集粗大ごみ　　  500円／個×9,400個×0.8＝約   371万円
直搬粗大ごみ　     250円／個×3,200個×0.8＝約  64万円
                                                                         合計　約3,992万円
※１世帯平均試算
一般ごみ　　　 ９０円／袋×６９袋／年＝6,210円
不燃ごみ　　　 ９０円／袋×６袋／年＝540円
粗大ごみ　  　500円／個×1.5個／年＝750円     合計7,500円

まま
ちち
のの

月月
かか
らら
はは
じじ
まま
るる

1100

ごご
みみ
処処
理理

有有
料料
化化

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋ごみ袋
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１０月からのごみ分別

　

5
種
類
の
指
定
袋
の
販
売
店
、
粗
大
ご
み
収
集
指
定
業
者
に
つ
い
て
は
、
広
報
９
月　

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１０

　

９
月
中
に
「
ご
み
分
別
の
手
引
き
」
を
各
家
庭
に
配
布
予
定
で
す
。

　

詳
し
い
分
別
が
品
目
ご
と
に
五
十
音
で
検
索
で
き
、
ご
み
の
種
類
、
出
し
方
、
料
金
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

紙
類

ゆすいで

月
１
回

月
１
回

不
燃

一
般

　１０月からは、一般ごみと不燃
ごみの指定袋を指定店より購入
して使用します。
　いずれも 40�袋１枚90円 
　　　　　 30�袋１枚60円
※クリーンセンター直接搬入の 
　場合は、１０�単位１２０円で、現
　金納付となります。
※町が配布していた不燃ごみの
　専用袋（黄色）は、１０月からは
　使用できませんので、町民生
　活課へお返しください。

　町の指定業者に連絡し、戸別
収集になります。
　手数料は、指定店から購入し
た処理券（シール）料金分（３００円・
６００円・９００円）を粗大ごみに貼
ります。
　クリーンセンター直接搬入の
場合は、各手数料の半額で現金
納付になります。

戸戸
別別
収収
集集

粗
大
ご
み

木や枝木は粗大ゴミです。

　

非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物

資
源
化
物　

有
料
化
対
象
ご
み
で
す
。　

　新聞、雑誌、紙パック、段ボー
ルをそれぞれひもで束ねて収集
日に集積所に出します。

月
１
回

月
１
回紙パック

新聞紙・チラシ

　

資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物

資
源
化
物　

資
源
ご
み
で
す
。
※
こ
の
他
に
乾
電
池
・
蛍
光
灯
が
あ
り
ま
す
。　

　１０月からは、指定店より購入
した生ごみ指定袋を使用します。
注意!!　これまでに町が配布して
いた試行用のビニール袋などは
使用できません。（市街地区のみ）

週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週
222222222222222222222222222222222
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

生
ご
み

緑色

　１０月からは、指定店より購入
した空き缶指定袋を使用します。
ただし、町が配布していた空き
缶専用袋は、なくなるまで使用
できます。

月
１
回

月
１
回

か
ん

青色

　１０月からは、指定店より購入
したプラスチック指定袋を使用
します。ただし、町が配布して
いたプラスチック専用袋は、な
くなるまで使用できます。

週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

週
１
回

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

紫色

　収集日の前日に集積所に設置
する専用コンテナに、キャップ
をはずし、中を水でゆすいで出
します。

月
１
回

び
ん

ゆすいで
紫色の
コンテナ

　収集日の前日に集積所に設置
する専用アミ袋に入れます。
キャップは必ず外し、中を水で
ゆすいで出します。

月月
２２
回回

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

緑色の
アミ袋

ピンク色

袋
に
は
、

収
入
証
紙
が
印
刷

さ
れ
て
い
ま
す

黄色

週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

週
１
回

お
知
ら
せ
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昨
年　

月
、
北
海
道
に
お
い
て「
北
海
道
美

１０

し
い
景
観
の
く
に
づ
く
り
条
例
（
景
観
条

例
）」
が
制
定
さ
れ
、
景
観
づ
く
り
に
向
け
た

北
海
道
と
し
て
の
役
割
な
ど
、
総
体
的
な
指

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
道
内
の
市
町

村
で
も
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
景
観
条
例

の
制
定
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
き
て

い
ま
す
。

　
『
景
観
条
例
』
と
言
う
と
、
規
制
で
あ
る
と

か
制
限
で
あ
る
と
か
、
と
て
も
窮
屈
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
景
観
形
成
＝
自
然
保
護
と

捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

上
富
良
野
の
恵
ま
れ
た
自
然
は
、
景
色
の

良
さ
ば
か
り
で
は
な
く
、
命
の
源
で
も
あ
る

豊
か
な
水
を
私
た
ち
に
供
給
し
て
く
れ
ま
す

し
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
営
む

う
え
で
も
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
乱
開
発
や
無
制
限
な
開
発
を
避
け
て
、

ル
ー
ル
を
決
め
る
中
か
ら
現
在
の
自
然
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
昔
前
ま
で
は
、「
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
を

誇
っ
た
と
こ
ろ
で
、
飯
は
食
え
な
い
」と
い
う

よ
う
な
話
も
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
上
富
良
野
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
一
目
見

よ
う
と
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ

こ
の
上
富
良
野
に
は
、
誰
も
が
認
め
る
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

雄
大
な
十
勝
岳
連
峰
、
穏
や
か
な
田
園
丘
陵
地
、
豊
富
で
お
い
し
い
水
…
。

自
然
条
件
や
生
活
の
営
み
か
ら
つ
く
り
だ
さ
れ
て
き
た
素
晴
ら
し
い
景
観
の
中
で

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
恵
ま
れ
た
景
観
が
あ
た
り
ま
え
す
ぎ
て

そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

北
海
道
を
象
徴
す
る
よ
う
な
上
富
良
野
の
景
観
は
、
私
た
ち
の
大
切
な
宝
物
で
す
。

こ
の
宝
物
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
、
景
観
の
恵
み
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、

そ
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

未
来
未
来
へへ
つ
な
ぐ
た
め
に

つ
な
ぐ
た
め
に

見
つ
め
て

見
つ
め
て
み
よ
う

み
よ
う　

上
富
良
野

上
富
良
野
のの

景
観
景
観

景観
の
成立まち

（近景）
田園
（中景）

自然
（遠景）

『
景
観
』と
は
…

守
り
・
つ
く
り
・
育
む
も
の
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て
の
景
観
づ
く
り
に
ご
協
力
を
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
行
政
は
景
観
づ
く
り
に
向
け
た

総
合
的
な
計
画
の
策
定
や
施
策
を
講
じ
、
推

進
す
る
責
務
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
『
町
民
・
事
業
者
・
行
政
』
そ
れ
ぞ
れ
の
主

体
性
と
適
切
な
役
割
分
担
に
よ
る
協
働
の
中

で
取
り
組
む
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

と
す
る
な
ら
、
人
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
人
工
林
や
農
地
、
身
近
に
あ
る
公
園
は「
第

２
の
自
然
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
第
１
の
自
然
は 
生  
成 
り
の
良
さ
を
大

き 

な

切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
人
工
林
や
公

園
に
は
、
生
態
系
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
手

を
加
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

手
入
れ
の
さ
れ
た
人
工
林
は
整
然
と
し
て

い
て
、
山
で
営
む
方
々
の
息
づ
か
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
き
れ
い
に
管
理
さ

れ
た
公
園
は
開
放
感
を
誘
発
し
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
も
し
公

園
が
、
雑
然
と
し
て
い
て
は
誰
に
も
利
用
さ

れ
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
街
並
み
景
観
を
阻

害
す
る
大
き
な
要
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

手
を
加
え
な
い
良
さ
、
手
を
加
え
る
良
さ
、

そ
の
場
面
に
応
じ
て
景
観
を
育
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　　

上
富
良
野
の
景
観
を
「
守
り
」「
つ
く
り
」

「
育
む
」こ
と
、
そ
れ
は
行
政
だ
け
で
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
さ
ん
は

そ
の
担
い
手
と
し
て
、
身
近
な
景
観
づ
く
り

や
地
域
の
景
観
づ
く
り
活
動
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
業
活
動

そ
の
も
の
が
景
観
に
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
事
業
活
動
を
通
し

シ
』と
い
う
、
地
力
を
増
進
す
る
緑
肥
作
物
で

す
。
キ
カ
ラ
シ
を
作
付
け
す
る
こ
と
で
畑
の

地
力
が
維
持
さ
れ
、
作
物
の
連
作
障
害
を
避

け
る
た
め
の
輪
作
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
農
地
の
流
動
化
を
進
め
る
要
因
に
も

な
り
ま
す
し
、
畑
が
畑
と
し
て
農
業
者
の
生

活
手
段
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
で
、
美
し
い

田
園
風
景
の
維
持
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新

た
な
広
が
り
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
雄
大
な
自
然
や
田
園
風
景
に
マ
ッ

チ
し
た
街
並
み
や
建
物
は
、
よ
り
そ
れ
ら
を

引
き
た
た
せ
る
も
の
で
す
。
欧
州
で
は
そ
の

よ
う
な
街
並
み
景
観
が
い
た
る
所
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
土
地
の
風
土
や
気
候
と
長
い

歴
史
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
脈
々
と
継
承
さ

れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
上
富
良
野
で

も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ル
ー
ル
を
つ
く
る
中
か

ら
、
上
富
良
野
に
マ
ッ
チ
し
た
街
並
み
景
観

を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

近
年
、
市
街
中
心
部
の
道
路
沿
い
で
は
花

が
飾
ら
れ
、
各
家
庭
で
も
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
も
良
好
な
街
並
み
景
観
を
つ
く
り
出

す
う
え
で
、
と
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活

の
中
で
景
観
は
つ
く
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。

　

雄
大
な
十
勝
岳
連
峰
を
「
第
１
の
自
然
」

に
は
経
済
行
為
が
発
生
し
、
商
業
や
農
業
へ

の
波
及
な
ど
、
生
活
の
糧
と
な
る
場
が
新
た

に
創
出
さ
れ
、
ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

自
然
が
も
た
ら
す
景
観
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、
景
観

を
守
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
景
観
を
つ

く
り
、
景
観
を
育
む
こ
と
に
も
意
を
注
ぐ
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
上
富
良

野
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

景
観
を
形
成
す
る
要
素
は
、
自
然
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
田
や
畑
、
道
路
、
様
々

な
施
設
、
そ
し
て
私
た
ち
が
住
む
家
々
に
い

た
る
ま
で
、
私
た
ち
の
生
活
そ
の
も
の
が
景

観
を
形
成
す
る
要
素
と
言
え
ま
す
。

　

絵
に
な
る
田
園
風
景
は
、
農
業
者
の
皆
さ

ん
の
営
み
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
や
後
継
者
不
足

と
い
っ
た
昨
今
の
厳
し
い
事
情
か
ら
、
や
む

無
く
離
農
さ
れ
る
方
も
少
な
く
な
く
、
農
地

流
動
化
の
停
滞
な
ど
に
よ
っ
て
、
荒
廃
農
地

が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
上

富
良
野
の
美
し
い
田
園
風
景
の
崩
壊
に
つ
な

が
る
と
言
え
る
の
で
す
。

　

春
の
終
わ
り
頃
か
ら
秋
に
か
け
て
、
丘
陵

地
の
畑
一
面
を
黄
色
の
花
が
彩
っ
て
い
る
風

景
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
あ
れ
は『
キ
カ
ラ

『
景
観
を
つ
く
る
』と
は

『
景
観
条
例
制
定
』を

視
野
に

『
景
観
を
育
む
』と
は

  
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

　町では、将来的に景観条例の制定を視野に入れた作
業を進めたいと考えています。
　本年度においては、町民の皆さんの景観に対する思
いを把握するため、アンケート調査の実施や上富良野
の景観をあらためて見つめ、考える機会として『景観講
演会』の開催を予定しています。
　アンケート調査の実施については、無作為で1,000名
の方を抽出させていただき、調査用紙を８月末～９月
上旬に発送を予定していますので、調査用紙が送られ
てきた方は、ぜひご協力をお願いします。
　なお、景観に関するご意見等があれば、ぜひお寄せ
いただきたいと思います。
商工観光まちづくり課　街並み推進係　��6983

  
ご
協
力
を
!
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か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳
山

岳
会
で
は
、
創
立　

周
年
を

７０

記
念
し
、
登
山
ル
ー
ト
の
標

識
板
を
新
し
く
し
よ
う
と
、

２
年
前
か
ら
ヤ
チ
ダ
モ
の

木
を
使
っ
て
文
字
を
浮
き

立
た
せ
、
周
り
を
削
り
込
む

作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
大
型
の
「
十

勝
岳
登
山
口
」
標
識
や
登
山

ル
ー
ト
の
分
岐
点
を
示
す

中
型
の
標
識
な
ど
計
４
基

7／７

十
勝
岳
登
山
口
に

新
し
い
標
識

し
、
丸
1
日
が
か
り
で
建
て
ま
し

た
。
今
後
は
、
富
良
野
岳
付
近
の

登
山
道
整
備
と
登
山
ル
ー
ト
標

識
の
整
備
も
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
昔
、
馬
で
イ
オ
ウ
を
搬

出
し
て
い
た
こ
ろ
、
安
政
火
口
の

途
中
に
馬
の
足
を
洗
っ
た
り
、
休

憩
し
て
い
た
沼
が
あ
り
ま
す
が
、

「
馬
足
洗
三
段
の
沼
」
と
命
名
し

標
識
を
設
置
し
ま
し
た
。　

を
完
成
さ
せ
、
登
山
口
と
な
る
吹
上
、
十
勝
岳
両
温
泉
に
標

識
を
設
置
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
会

員　

名
が
集
ま
り
、
重
い
丸
太
や
板
を
運
び
上
げ
ま
し
た
。

２０
堅
い
地
盤
の
た
め
、
掘
削
機
を
出
動
さ
せ
て
の
作
業
は
、
1

ｍ　
�
の
穴
を
ふ
た
つ
掘
り
下
げ
る
の
に
約
5
時
間
を
要

50

　

上
富
良
野
小
学

校
開
校　

周
年
記

１００

念
式
典
が
同
校
体

育
館
で
行
わ
れ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
は
、

上
富
良
野
小
学
校

開
校　

周
年
記
念

１００

協
賛
会（
菅
野  
學

会
長
）の
主
催
で
、

歴
代
の
校
長
、
教

頭
、
永
年
勤
続
の

先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

係
者
、
一
般
町
民

の
方
々
な
ど
を
招
き
、
児
童　

人
と
と
も
に
開
校　

年

４７０

１００

の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

阿
部
伸
一
校
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
開
拓
か
ら
わ
ず

か
５
年
後
の
明
治　

年
に
開
校
し
、
以
来
１
万
１
千　

３５

５７８

名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
上
富
良
野
町
の
教
育
の
礎

と
し
て
歩
ん
で
き
た
学
校
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
、
在
校

生
に
よ
る
学
校
の
様
子
を
紹
介
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
校
歌
斉
唱
な
ど
、
楽
し
い
催
し
の
中
で
式
典
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
校　

周
年
記
念
と
し
て
、
記
念
誌
の
発
行

１００

や
正
面
玄
関
前
の
記
念
碑
の
建
立
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

が
協
賛
会
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

7／7
　

年
の
と
き

１００季
節
を
へ
て
新
た
な
る
旅
立
ち

　

町
内
の
高
齢
者
（　

歳
以
上
）
が
生
涯
学
習
の
一
環
と

６０

し
て
学
習
・
交
流
の
た
め
に
集
っ
て
い
る
「
い
し
ず
え
大

学
」
で
、
総
長
で
あ
る
尾
岸
町
長
が
講
師
と
な
り
、「
市
町

村
合
併
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、　

名
の
学
生
を
前
に
、
明
治
か
ら
昭
和
ま
で

１３３

の
全
国
で
の
市
町
村
合
併
の
歴
史
や
現
在
の
地
方
分
権
の

流
れ
、
ま
た
、
町
の
財
政
状
況
と
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る

町
の
将
来
見
通
し
や
市
町
村
合
併
な
ど
を
説
明
し
、
最
後

に
、「
合
併
す
る
・
合
併
し
な
い
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
決

め
る
課
題
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

約
１
時
間
の
講
話
の
後
は
、
出
席
し
て
い
た
学
生
か

ら
、
活
発
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

7／26

い
し
ず
え
大
学
で
町
長
講
話

「
町
の
将
来
を
考
え
よ
う
」
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第　

回
ラ
ベ
ン
ダ
ー

２５

ま
つ
り
が
、
日
の
出
公

園
を
会
場
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
　

日
、　

時
か
ら
か

２０

１５

み
ふ
ら
の
四
季
彩
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
長
の
尾

岸
町
長
の
挨
拶
に
よ
り

始
ま
り
、　

時
か
ら�

１７

か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳
観

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
上
富
良
野
町
を
ス
タ
ー
ト

に
、
国
道
で
の
街
頭
啓
発
を
中
富
良
野
町
、
富
良
野
市
、
南
富

良
野
町
、
占
冠
村
と
富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会
作
成
の

「
ジ
ャ
ン
ボ
の
ぼ
り
」
を
リ
レ
ー
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

上
富
良
野
町
で
は
、
国
道　

号
線
（
愛
称
・
花
人
街
道　

）

２３７

２３７

観
音
様
下
駐
車
場
に
て
、
町
、
交
通
安
全
推
進
委
員
会
、
交
通

安
全
協
会
な
ど
の
方
々
が
、
交
通
安
全
「
旗
の
波
」
作
戦
と
通

行
車
両
１
台
１
台
に
交
通
安
全
の
呼
び
掛
け
を
行
い
、
町
内
の

　
『
夏
の
交
通
安
全
運
動
』が
始

ま
っ
た
こ
の
日
、
富
良
野
警
察

署
と
管
轄
５
自
治
体
、
富
良
野

地
方
交
通
安
全
協
会
に
よ
る

『
花
人
街
道
交
通
安
全
リ

レ
ー
啓
発
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
７
月
か
ら
８
月
に
か

け
て
観
光
等
に
伴
う
交
通
量

が
増
大
す
る
富
良
野
地
方
で

は
、
毎
年
、
重
大
な
交
通
事
故

7／19

花
人
街
道　

の
２３７

交
通
安
全
運
転
を
願
っ
て

7／20～21

華
や
か
に

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り

泥
流
窯
の
協
力
に
よ
り
交

通
安
全
女
性
部
が
製
作
し

た
置
き
物
『
十
勝
岳
の
な

き
う
さ
ぎ
』
と
啓
発
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
手
渡
し
て
い
ま
し

た
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
の
道

順
を
尋
ね
ら
れ
る
な
ど
、

観
光
案
内
に
も
一
役
買
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
保
育
所
、
幼
稚
園

児　

名
、
総
勢　

名
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
、

１８１

２０６

駅
前
か
ら
消
防
署
ま
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
の
火
遊

び
に
よ
る
火
災
の
防
止
な
ど
『
防
火
』
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

三
枝
消
防
長
か
ら
は
「
火
遊
び
は
ぜ
っ
た
い
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

代
表
し
て
わ
か
ば
愛
育
園
児
が
「
防
火
の
ち
か
い
」

を
大
き
な
声
で
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
消
防
署
で
は
第　

回
全
道
消
防
救

３１

助
技
術
訓
練
指
導
会
に
出
場
す
る
た
め
の
訓
練
中

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
救
助
訓
練

を
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
歓
声
を
あ

げ
、
一
緒
に
訓
練
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
声
援
を

光
協
会
に
よ
る
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
発
表
会
」
で
、

牧
野
仁
美
さ
ん
、
小
栗
恵
理
子
さ
ん
の
二
人
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
、　

時
か
ら
安
政
太
鼓
に
よ
る
演
奏
で
ま
つ
り
が
始
ま
り
、
朝

２１

１０

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
集
い
、
日
の
出
公
園
山
頂
で
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
結

婚
式
が
、
華
や
か
に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
パ
ー
プ
ル
ポ
ッ
プ
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
今
話
題
の
若
手
津
軽
三
味
線
奏
者
の
木
村
善
幸
さ
ん

（
札
幌
市
出
身
）
と
白
田
路
明
さ
ん
（
登
別
市
出
身
）
が
共
演
し
、
迫

力
あ
る
協
奏
を
和
太
鼓
を
交
え
、
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
手

で
タ
レ
ン
ト
の
鈴
木
紗

理
奈
さ
ん
も
時
間
い
っ

ぱ
い
に
歌
を
熱
唱
し
、

「
先
月
も
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
友
達
と
札
幌
、
小

樽
、
富
良
野
に
来
た
ば

か
り
」
と
ユ
ー
モ
ア
を

混
じ
え
た
笑
い
い
っ
ぱ

い
の
話
し
を
し
て
い
ま

し
た
。

送
っ
て
い
ま
し
た
。

7／4

防
火
を
呼
び
か
け
と

救
助
訓
練
見
学
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　私たちは、雅楽の技能を習得し、古きよき文化を肌で
感じていただけたらとの思いから７月に雅楽サークル
をつくり、『紫樂会』として活動を始めました。
　現在、小学３年生から50代の方まで約10名ほどで月２
から3回、練習しています。雅楽に興味を持っておられ
る方であれば、年齢、経験等一切問いません。あなたも
雅楽を始めませんか。楽器は、数に限りがありますがお
貸しいたしますので、気軽に見学にお越しください。
＊練習日：日曜日
＊練習時間：午後６時３０分から２時間程度
＊会費：無料ですが、楽器、楽譜代がかかります。
＊問合せ：代表　佐藤大輔　��2647

�

http://www.dion.ne.jp/̃akira237/
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　町民の皆さんが日ごろ考えて
いるさまざまなご意見やご質問
など町民ポスト、ファックス、Ｅ
メールなどでお寄せください。　

企画調整課広報広聴係
��６９８０

　高校の教諭で写真部顧問をするかたわら、本格
的に写真を始め、頻繁に北海道に行って写真をと
り、美瑛・富良野の丘に魅せられて1995年（Ｈ7）
上富良野にギャラリーを開設。木や花、四季折々
の風景写真を撮っていて、天候、時間帯に合わせ
た撮影ポイントがあり、かみふらの八景のひとつ
「ジェットコースターの路」沿いにある「ポプラ」
も撮影ポイントのひとつで、それらの木々が守ら
れることを願っています。

家庭教育シリーズ 【 186 】

『 七 つ ほ めほ め 三 つ 叱 る叱 る 』

清富小学校長　山根　龍彦
 津幡 　昭   さん  
つばた あきら

西８線北３３号
（深山峠） 　ほめられたり、感謝されたりして怒る人はい

ません。心がおどり、よし、もっとやろうとや
る気もわいてきます。「すごいねぇ」「ありがと
う」「おかげで助かったよ」などと言葉をかけら
れると、認められたという喜びが心の底からわ
き起こってきます。
　伸び盛りの子どもたちは、自分の可能性がど
こにあり、どんな形で自分の中にひそんでいる
のかをいつも探しているのです。
　ですから、親や教師をはじめ、身近な大人か
らほめ励まされたり、感謝されたりすると「そこ
が自分の可能性の場所なんだ」と気付き、「よし
もっとその芽を伸ばしてみよう」と意気込み、前
向きに行動しはじめ、大きく自分を成長させて
いきます。
　もちろん、心からほめることを主体にしなが
ら、ピリッとからしの効いた「叱り」を少々振
りかければ、きっと成長もしっかりしてくるに
違いありません。
　どうぞご家庭でも、お子さんの「よさ」を認め、
励ましてその力を大いに伸ばしていただきたい
と思います。　　　
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①川・池・湖・海などの水のふかさ
こと。

②○○○の意を表する。残念に思
う気持ちを述べること。

③船・車・飛行機などで、人や物を
はこびおくること。

④歯が○○。歯が浮き上がるよう
に感じること。
�ただひとり、独身のこと。○○
○○赴任。
�○○もそっけもない。何のおも
むきもないこと。
�あちらこちらをめぐって遊ぶこ
と。○○○○券。
�地中に打ち込む長い材木のこと。
�春・夏・○○・冬。
�アメリカ合衆国ハワイ州の島の
一つ。オアフ、ハワイ、○○○な
どの島がある。
�○○の功名。なにげなしにやっ
たことが、意外によい結果をも
たらすこと。
�皆○○。１日も休まず、出勤・出
席すること。無欠勤のこと。

タテのカギ
�７月２７日にＢ＆Ｇ海洋センター
で行われたのは、○○○○○
ゲーム大会。

�８月１９・２０日に西小学校チャレン
ジ天文台で開催されるのは、ス
ターウィーク天○○○○○○会。

�気にかかることがなく、やすら
かなこと。親を○○○○させる。

�地球内部の変動によっておこる、
地面の急激な振動こと。○○○
の大きさを表す単位は、マグニ
チュード。

�はっきりしないようす、あやふ
やのこと。○○○○な返事。

�わざわいが目の前にせまること。
○○○○の際。

�○○○強い。しんぼう強いこと。
忍耐強いこと。

�○○○ドウズＸＰ。マイクロソ
フト社のパソコン用オペレー
ティングシステム（ＯＳ）の一つ。

ヨコのカギ
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�を並べてひとつの言葉をつくって答え、
氏名を記入し、８月３０日（金）までに役場企
画調整課へご持参ください。
記念品を１世帯にひとつ、差し上げます。

答え　　　　　　  氏名　　　　　　
７月号の答えは『ナツヤスミ』でした。

� かみふらの 広報８月号

かみふらの
観光ボランティアの会

会 長   仙波 　勲
せんば

    さん  
いさお

 昭和13年生まれ　宮町3丁目

　
「
英
語
は
好
き
で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
ら
、
た
ぶ

ん
好
き
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
中
学
生
の
英
語
の

成
績
が
5
だ
っ
た
こ
と
。
自
衛
隊
を
退
職
し
て　
１０

年
に
な
り
ま
す
が
、
現
役
の
頃
は
米
軍
と
の
会
話

で
、
単
語
を
並
べ
た
英
語
で
も
結
構
通
じ
た
こ
と
、

子
ど
も
が
大
学
生
の
頃
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
か
ら

届
い
た
英
語
の
手
紙
の
内
容
が
理
解
で
き
た
こ
と

な
ど
か
ら
、「
こ
れ
は
少
し
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
基

礎
英
語
を
学
習
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
朝
６

時
か
ら
朝
７
時
ま
で
学
習
し
、
放
送
を
聞
き
逃
し

て
も
昼
、
夜
の
放
送
を
必
ず
聞
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
英
語
は
、
世
界
共
通
語
で
す
か
ら
ね
。
覚

え
て
お
く
と
何
か
と
役
に
立
つ
と
思
い
続
け
て
学

習
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
台
湾
、
韓
国
な
ど
海

外
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
、
駅
前
の
観
光
案
内
所

に
は
、
６
月　

日
に
開
設
し
て
か
ら
約
１
か
月
間

１６

で
、
日
本
人
１
千　

人
、
外
国
人　

人
が
立
ち

６７

１８５

寄
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
英
語
で
自
分
の
意
思
が

伝
わ
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
し
、

良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
ね
。
ま
ぁ
常
に
そ
う
い
う

気
持
ち
で
接
し
て
い
る
と
、
外
国
人
と
の
会
話
の

中
で
教
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
こ
こ

に
お
い
て
も
い
い
で
す
か
」、
オ
ン
ザ
フ
ロ
ア
ー
と

言
い
そ
う
で
す
が
、「
プ
ッ
ト
ヒ
ア
ー
」
と
教
て
も

ら
い
、
本
を
見
る
と
そ
の
通
り
に
書
い
て
あ
り
、

現
場
で
の
実
践
の
中
で
英
会
話
を
覚
え
て
い
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

英
会
話
教
室
も
色
々
と
あ
り
ま
す
が
、「
私
は
、

こ
ん
な
方
法
で
英
会
話
が
上
達
し
た
！
」
と
い
う

何
か
独
自
の
方
法
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
え
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
少
し
づ
つ
で
す
が
、
自
信
が
つ
い

て
き
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
英
語
検
定
３
級
か
ら

挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

独
学
で
英
会
話
を
勉
強
中

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
仙
波
会
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ホンコンからの観光客に英語でご案内ホンコンからの観光客に英語でご案内
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次
回
は
外
科
医
師
の
兼
古
稔
が
「
腹

腔
鏡
下
胆
の
う
摘
除
」
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
当
院
以
外
の
機
関
（
保
険

薬
局
）
で
詳
し
い
説
明
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
情
報
の
開
示
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

院
外
処
方
せ
ん
は
発
行
後
４
日
間
有

効
で
す
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
を
利
用
さ

れ
ま
す
と
患
者
皆
さ
ん
の
都
合
の
良
い

時
間
に
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
で
も
ら

え
ま
す
の
で
、
病
院
で
薬
を
待
つ
時
間

が
な
く
な
り
、
大
変
便
利
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
病
院
と
同
じ
薬
が
も
ら

え
ま
す
し
、
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
外
来
の
お
薬
を
院
外
処
方
せ

ん
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
病
院
薬
剤
師

は
入
院
患
者
さ
ん
へ
の
薬
剤
情
報
の
提

供
・
服
薬
指
導
な
ど
を
今
ま
で
以
上
に

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
病
院
と
保
険
薬
局
の

薬
剤
師
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入

院
・
外
来
の
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
が
、

よ
り
多
く
の
情
報
、
指
導
等
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

よ
り
適
切
な
情
報
を
提
供
し
、
よ
り

良
い
医
療
を
進
め
る
た
め
に
も
院
外
処

方
せ
ん
の
発
行
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
な
ぜ
院
外
処
方
な
の
？
」

　

当
院
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
進
め
て

い
る
「
医
薬
分
業
（
院
外
処
方
せ
ん
の

発
行
）
＝
地
域
の
か
か
り
つ
け
薬
局
の

充
実
」
の
方
針
に
従
い
、
院
外
処
方
せ

ん
の
発
行
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

院
外
処
方
せ
ん
の
発
行
に
よ
り
、
医

師
と
地
域
の
薬
剤
師
が
協
力
し
て
、
よ

り
安
全
に
お
薬
を
使
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　

院
外
処
方
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
か
り
つ
け
薬
局
の
薬
剤
師
か
ら
薬
の

説
明
や
服
薬
指
導
を
よ
り
詳
し
く
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
他
の
病
院
で
処
方

さ
れ
た
薬
と
、
当
院
で
処
方
さ
れ
た
薬

と
の
相
互
作
用
や
飲
み
合
わ
せ
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
薬

の
安
全
性
が
よ
り
一
層
確
保
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

薬剤師 松 尾 和 彦

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

「お薬の院外処方
について」

「
か
か
り
つ
け
薬
局
っ
てな

ぁ
〜
に
？
」

　

か
か
り
つ
け
医
師
を
決
め
て
お
く
こ
と

と
同
様
に
、
か
か
り
つ
け
薬
局
を
決
め
て

お
く
と
安
心
で
き
ま
す
。

　

薬
局
で
は
、
患
者
さ
ん
ご
と
に
薬
歴
を

作
成
し
て
そ
れ
を
も
と
に
、
処
方
さ
れ
た

薬
が
他
の
薬
と
相
互
作
用
を
起
こ
す
恐
れ

が
な
い
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。

　

い
つ
も
同
じ
薬
局
を
ご
利
用
さ
れ
て
い

れ
ば
、
一
ヶ
所
の
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ

た
薬
だ
け
で
な
く
、
他
の
医
療
機
関
で
処

方
さ
れ
た
薬
と
の
重
複
投
与
、
相
互
作
用

な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

図１　院外処方せんでのお薬の受け取り方法 「
院
外
処
方
せ
ん
で
薬
は

　
　

ど
う
や
っ
て
受
け
取
る
の
？
」

　

受
取
り
方
法
は
図
１
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

か
か
り
つ
け
薬
局
を
決
め
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

町
内
に
は
、
調
剤
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
保
険
薬
局
が
４
軒
あ
り
ま
す
。

お
薬
の
説
明

重
複
投
与
・
相
互
作
用
の

チ
ェ
ッ
ク

（
個
人
ご
と
に
薬
の
服
用
記
録
を
管
理
）

処
方
せ
ん
の
提
出

会
計
・
処
方
せ
ん
の
受
取
り

会
計
・
お
薬
の
受
取
り

帰
宅

診
察
終
了

町町立立病病院院かかかかりりつつけけ薬薬局局

��

処方せんを
持参する

���� �
※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
先
に
処
方
内
容

を
か
か
り
つ
け
薬
局
に
送
信
し

て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

������

患者さんにとって
院外処方のメリット

○かかりつけ薬局の薬剤師から、薬の効
能、飲み方など、より詳しい説明が受
けられます。

○複数の病院、医院で処方された薬の飲
みあわせの説明が受けられます。

○病院で薬を待つ時間がなくなります。



� かみふらの 広報８月号

場所対　象　者日　　時健診・教室名など

社

会

教

育

総

合

セ

ン

タ

ー

平成１４年４月生まれの子

８月２７日（火）

４か月児健康診査

母　

子　

関　

係

平成１４年１月生まれの子７か月児乳児相談

平成１３年１０月生まれの子１０か月児乳児相談

平成１３年２月生まれの子１歳６か月児健康診査

平成１４年５月生まれの子

９月２５日（水）

４か月児健康診査

平成１４年２月生まれの子７か月児乳児相談

平成１３年１１月生まれの子１０か月児乳児相談

平成１３年３月生まれの子１歳６か月児健康診査

平成１１年６月～
７月生まれの子８月２１日（水）３歳児健康診査

草
分
防
災

セ
ン
タ
ー

平成１４年２～３月、
５～６月生まれの子９月２７日（金）

すくすく教室
(育児離乳食教室)

※母子関係の受付時間等は個別案内します。

公
民
館

一般成人の方
（塩分を控えた食事づく
りを実習します。）

８月２０日（火）
９月１１日（水）
１０：００～１３：００

減塩クッキング教室

成
人
一
般
関
係

１０月以降の減塩クッキング教室のお知らせ
調理テーマ学習内容

油自分の油・たんぱく質の
目安量は？１０月９日（水）

ナトリウム味覚の確認・
0.8％のナトリウム１１月１２日（火）

抗酸化物質脳卒中予防１２月１１日（水）

コレステロールコレステロールって何？１月２１日（火）

減塩食の実践血圧について・
身体を動かそう２月１９日（水）

減塩食の実践まとめ３月１１日（火）

健斗はたたかいごっこが大好
きで、近所の子とワンパクぶ
りを発揮して遊んでいます。
莉乃は絵本が大好きで、いつ
も２人のお兄ちゃんの後をつ
いて歩き回って遊んでいます。

守
さ
ん

･
育
美
さ
ん

の
子

（
泉
町
２
丁
目
）

 小  野  寺  莉 乃
お の でら り

    ちゃん・
の

 健 斗    くん
けん と

（１歳３か月）・（４歳０か月）

車が大好きで、ミニカーが
いっぱい。今、夏休み中の
お兄ちゃんといつも一緒に、
外では足こぎバイクに乗っ
たり、近所の子ども達と公
園などで遊んでいます。

 
日  

隈  

俊 

秀

 
  
 
く
ん

ひ
の 

く
ま 

と
し 

ひ
で

　
（
３
歳
０
か
月
）　

秀
光
さ
ん
･
恵
子
さ
ん
の
子
（
旭
町
２
丁
目
）

週２回の剣道少年団の練習
は欠かさず、お兄ちゃんと
行っています。野菜嫌いな
一平だけど、お兄ちゃんを
負かすくらい強くなりたい
と一生懸命練習しています。

 
山  

中  

一 

平

 
  
 
く
ん

や
ま 

な
か 

い
っ 

ぺ
い

　
（
５
歳
６
か
月
）　

斉
さ
ん
･
美
雪
さ
ん
の
子
（
東
４
線
北　

号
）

２１

ご存知ですか？
『食生活改善推進員養成講座』

あなたも「健康づくり」を学びませんか

　　町では、自分の健康、そして家族の健康づくり、さらに地
域での健康づくりの活動を行うことを目的とした『食生活改
善推進員養成講座』を行っています。
　講座は、生活習慣病の予防について学習し、毎日の食生活
を見つめ直し、健康づくりを学び、実践します。
　食生活のプランの立て方、調理実習、健康づくりのための
運動などがあり、修了後は組織活動として、健康づくりを地
域にも広めていく活動を行います。
　健康と思っているあなたも、食生活から健康を見つめ直し
ませんか。
　今年度の『食生活改善推進員養成講座』開講時期は、広報誌
でお知らせします。

　問合せ　保健福祉課保健指導係��６９８７



�

募
集
し
ま
す

優
良
講
習（　

分
）

30

▼
８
月　

日（
火
）　

時
〜

２０

13

　

北
消
防
署
２
階　

大
会
議
室

▼
８
月　

日（
月
）　

時
〜

２６

13

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
９
月
５
日（
木
）　

時
〜

13

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

一
般
講
習（
１
時
間
）

▼
９
月
５
日（
木
）　

時
〜

１４

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

違
反
等
講
習（
２
時
間
）

▼
８
月　

日（
月
）　

時
〜

２６

14

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

※
６
月
か
ら
講
習
区
分
が
「
優
良
」・

「
一
般
」・「
違
反
等
」
の
３
区
分

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
す

べ
き
区
分
を
警
察
署
で
確
認
し
、

受
講
前
に
必
ず
免
許
更
新
手
続
き

を
警
察
署
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
忘
れ
な
く

○第３号被保険者（厚生年金・共済組合加入者に扶養されている配偶者）の保険料
　厚生年金や共済組合の加入者である夫（妻）に扶養されている２０歳以上６０歳未満の妻
（夫）を国民年金の第３号被保険者といいます。

旭川社会保険事務所 �０１６６ � ４４８１　　町民生活課 住民年金係 ��6985

免
許
更
新
時
講
習

町
民
生
活
課 
町
民
生
活
係

�
�
６
９
８
５ ８月

２０日（火）　
　　心配ごと相談
　　（１３：００～ 老人身障セ）

23日（金）　
　　いっしょに遊びませんか
　　（９：30～ 西保育所）

２５日（日）　
　　第１０回ふれあい広場
　　（１０：００～ 社教セ広場）

２７日（火）
　　心配ごと相談
　　（１３：００～ 老人身障セ）

　　まちづくりトーク
　　（１３：３０～ 公民館）
　　（１９：００～ 公民館）

29日（木）
　　のびのびクラブ
　　（９：００～ わかば愛育園）

３０日（金）
　　農業委員会総会
　　（１３：００～ 役場）

９月
  ３日（火）　
　　行政相談・心配ごと相談　
　　（１３：００～ 老人身障セ）

　　防災まちづくり講演会
　　（１８：３０～　公民館）

第３号被保険者の保険料

ご
確
認
を
！

　
「
ま
ち
の
行
事
予
定
」
や
お
知
ら
せ
コ
ー

ナ
ー
に
掲
載
し
て
い
る
行
事
予
定
は
、

日
時
等
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

主
催
者
等
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

８月のの
おお知知ららせせ
 まちの行事予定 

　

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
場
合

は
、
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

問
合
せ　

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会

�
�
０
１
１
０

・保険料
　国民年金保険料のお支払いは不要です。
　配偶者の給料から天引きされるのではありません。
　保険料は配偶者の加入する厚生年金や共済組合が制度
全体として負担する仕組みになっていますので、配偶者の
給料から天引きされているわけではありません。

・第3号被保険者の届出おすみですか
　平成14年４月から第3号被保険者に関する届出は、配偶
者（第２号被保険者）の勤務先になりました。
　第3号被保険者の届出は、厚生年金・共済組合に加入して
いる配偶者に扶養されていても配偶者の勤務先に届出が
されませんと認められません。また、届出は、２年以上さかのぼる場合、２年を経過した期
間については保険料納付とは認められません。
　届出が遅れたり、怠ったりすると、将来年金額が減ったり、年金が受けられない場合があ
ります。忘れずに届出をしましょう。

　

町
で
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事
店

の
資
格
要
件
に
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
次

の
と
お
り
全
道
統
一
の
試
験
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

上
下
水
道
課 
下
水
道
工
務
係

�
�
６
９
８
２

日
時　

９
月　

日（
土
）

２８

　
　

時　

分　

開
会
式

１２

２０

　
　

時　

分　

ス
タ
ー
ト

13

００

上
川
南
部
防
火
駅
伝
大
会

上
川
南
部
消
防
事
務
組
合

�
�
２
１
１
９

　

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
の
第

２
期
の
納
期
限
は
９
月
２
日
（
月
）

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
限
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

　

納
入
に
は
便
利
な
口
座
振
替
が
利

用
で
き
ま
す
。
申
し
出
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
の
納
付

保
健
福
祉
課 
介
護
保
険
係

�
�
６
９
８
７

場
所　

中
富
良
野
町
役
場
（
南
消
防

署
）
前
ス
タ
ー
ト
、ゴ
ー
ル

区
間　

６
区
間
、　

・
8
㎞
（
男
女
と
も
）

25

参
加
区
分　

中
学
男
子
・
女
子
の
部
、

高
校
の
部
、
一
般
男
子
・
女
子
の

部
、
自
衛
隊
の
部
、
オ
ー
プ
ン
の

部
な
ど

チ
ー
ム
構
成　

１
チ
ー
ム
８
名

（
監
督
１
名
、走
者
６
名
、補
欠
１
名
）

参
加
料　

無
料

申
込
み
期
限　

９
月
９
日（
月
）ま
で

に
大
会
事
務
局
の
米
陀
・
西
川
へ

老齢福祉年金受給者に
お知らせ

平成14年8月期の年金は、8
月９日（金）から受け取れ
ます。
年金を受け取りましたら、
国民年金証書は、役場町民
生活課住民年金係へ提出下
さい。

�



� かみふらの 広報８月号

　

国
民
健
康
保
険
税
の
第
２
期
の
納
期
限
は
、
９
月
２
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

日
程　
　

月
７
日
か
ら　

月　

日
ま

１０

１１

１５

で
の
期
間
の
平
日　

日
間

２０

受
講
料　

３
０
、０
０
０
円

　

テ
キ
ス
ト
代　

６
、８
０
０
円

定
員　
　

名
３０

対
象
者　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

１８

６０

で
休
ま
ず
受
講
で
き
る
方
。

申
込
み　

受
講
希
望
者
は
上
富
良
野

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
大
町
３
丁

目
２
番　

号�
�
３
５
０
５
）
に

２２

置
い
て
あ
る
申
込
書
で
、
８
月　
３０

日
（
金
）
ま
で
に
お
申
込
く
だ
さ

い
。

　
　

な
お
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は

後
日
、
選
考
を
行
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級
課
程

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
�
2
6
1
9

富良野警察署・町交通安全推進委員会・町交通安全協会
（事務局：町民生活課 町民生活係）

　

旭
川
地
方
法
務
局
と
旭
川
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
で
は
、
８
月
１
日
か

ら
８
月　

日
ま
で
を
「
い
じ
め
・
体

３１

罰
追
放
強
調
月
間
」
と
定
め
、
こ
の

期
間
中
「
い
じ
め
・
体
罰　

番
」
及

１１０

び
「
い
じ
め
・
体
罰
特
設
相
談
所
」

い
じ
め
・
体
罰
特
設
相
談
所

保
健
福
祉
課 
社
会
係
�
�
６
９
８
７

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。

　

富
良
野
地
域
医
療
対
策
協
議
会
で

は
医
療
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月　

日
（
火
）　

時
〜

１０

１８

場
所　

富
良
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

２
階　

会
議
室　
�
�
２
２
０
０

講
演

　

演
題「
心
の
救
急
活
動
に
つ
い
て
」

　

講
師　

旭
川
い
の
ち
の
運
営
委
員
会

　

運
営
委
員
長　

松
倉
信
乗

　

座
長　

富
良
野
医
師
会
救
急
担
当

　

理
事　

川
村
五
郎

救
急
法
実
技

　
「
心
肺
蘇
生
法
等
の
応
急
処
置
」

　

実
技
指
導　

富
良
野
地
区
消
防
組
合

参
加
料　

無
料

「
救
急
の
日
」
医
療
講
演
会

保
健
福
祉
課 
保
健
予
防
係

�
�
６
９
８
７

実
施
し
ま
す

野
獣
肉
の
衛
生
確
保

保
健
福
祉
課 
保
健
予
防
係

�
�
６
９
８
７

　

ク
マ
・
シ
カ
な
ど
の
野
生
哺
乳
動

物
の
肉
等
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
発

生
す
る
衛
生
上
の
危
害
を
防
止
す
る

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

①
食
用
に
供
す
る
野
獣
肉
は
衛
生
的

に
取
り
扱
う
こ
と

②
野
獣
肉
は
、
一
般
の
食
肉
と
完
全

に
区
別
し
て
保
管
す
る
こ
と

③
野
獣
肉
を
食
べ
る
場
合
に
は
、
煮

る
、
焼
く
な
ど
の
十
分
な
加
熱
調

理
を
し
、
生
で
食
べ
な
い
こ
と

開
設
し
て
い
ま
す

危
害
防
止
を

道々吹上上富良野線では今年に入り、４件もの人
身事故が起きています。
①３月５日午後８時頃
　普通乗用車同士の正面衝突（追い越し時）
　同乗の３４歳女性が胸の骨を折リ、重傷
②６月１８日未明
　カーブ付近での普通乗用車による単独路外逸脱
　運転の７７歳男性が頭の骨を折り、死亡
③６月１９日夕方
　カーブ付近での軽自動車による単独路外逸脱
　運転の２３歳女性が腰の骨を折リ、重傷
④６月２２日夕方
　カーブで普通乗用車による単独路外逸脱
　同乗の５２歳女性が胸と脊髄の骨を折リ、重傷

　国道を避けて、裏通りを通行するとき、ス
ピードが出過ぎていたり、注意力が散漫になっ
ていないでしょうか。　ドライバーの方は次の
ことを守り、安全運転をお願いします。
○常に前方の安全を確認し、とっさの時にも
対応できる運転を心がける。

○見通しの悪い交差点では、一時停止、徐行
するなどして、左右の安全をきちんと確認
する。

○相手が“もし止まらなかったらどうなるか”
を考えて運転する。考えて運転する。

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
「
い
じ
め
・
体
罰
」「
不
登

校
児
」
問
題
を
は
じ
め
、
近
隣
と
の

争
い
、
借
地
・
借
家
、
不
動
産
売
買
、

金
銭
貸
借
な
ど
の
相
談
に
も
無
料
で

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
い
じ
め
・
体
罰
特
設
相
談
所

場
所　
　

旭
川
市
花
咲
町
４
丁
目

　

旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
�
０
１
６
６�
３
９
４
３（
直
通
）

▼
い
じ
め
・
体
罰　

番
１１０

　
�
０
１
６
６�
７
８
３
８（
直
通
）

　
（
旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
内
）

開
催
地　

旭
川
市
（
試
験
・
講
習
と

も
に
）

試
験
日
時　
　

月
６
日
（
水
）

１１

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

試
験
会
場　

ト
ー
ヨ
ー
ホ
テ
ル

　

（
旭
川
市
７
条
通
７
丁
目
）

試
験
講
習
会　
　

月　

日
（
木
）

１０

２４

　
　

時
〜　

時

１０

１６

講
習
会
会
場　

試
験
会
場
と
同
じ

手
数
料　

受
験
料　

３
、５
０
０
円

　
　
　
　

受
講
料　

３
、０
０
０
円

受
付
期
間　

９
月
２
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

日
（
水
）

１１

申
込
場
所　

役
場
上
下
水
道
課

死亡交通事故現場　７月１３日（土） １４時２０分頃
中富良野町東４線北１２号交差点

悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲 劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇劇悲劇ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返ささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに繰り返さないために



�

児児童童館館だだよよりり
東児童館　��４０９７

ミニ運動会！
日時：９月１４日（土）１０：００～
対象・定員：小学生・５０名
参加料：無料
申込み：９月２日（月）から定員
になり次第締め切ります。
内容：綱引き、玉入れなど、楽し
い遊びを計画しています。

西児童館　��６３４６

お化け屋敷
日時：８月２４日（土）までです！

（日・祭日を除く毎日）
１０：３０、１３：３０、１５：３０

対象：来館者全員
参加料：無料

児童館祭り
日時：９月７日（土）９：３０～
対象：小学生・３０名
参加料：３００円（申込み時に持っ
て来てください。）
申込み：定員になり次第締め切り
ます。
内容：流しそうめん、ヨーヨー、
フランクフルト、たこ焼き、そ
の他いろいろ

info
rm
atio
n

詳しくは、役場町民生活課住民年金係 ��6985へ

民間空港再開５０周年
旭川空港

「空の日」  記念事業
９月８日（日）

多彩なイベントがいっぱい!
「北海道エアシステムによる遊覧
飛行（定員３０名）」、「管制塔及び気
象施設の見学（定員７０名）」（いず
れも無料）の希望者は、往復はが
きで、いずれかの希望イベント
名、住所、氏名、年齢、職業、電
話番号を明記の上、下記にご応募
ください。応募多数の場合は、抽
選させていただきます。
１応募１名、８月２９日（木）必着
　応募先：�０７１－１５６２　
上川郡東神楽町東2線１５－９６
国土交通省旭川空港出張所

９月８日から９月１６日は
『空の旬間』
問合せ

国土交通省旭川空港出張所
�０１６６�２５４１

旭川市旭川空港管理事務所
�０１６６�２２００

住民票コードについて
・住民のみなさんの住民票に１１桁の番号が記載されます。この住
民票コードは無作為に付けられた番号で、請求によりいつでも
変更できます。

・住民票コードは、8月中旬から下旬ごろに住民のみなさんに通知
します。
　通知が届かない人や、他の市区町村からも通知が届いた方は、
お手数ですが町民生活課住民年金係までご連絡ください。
・通知された住民票コードは、今後、行政機関への届出・申請の
際に求められることがありますので、大切に保管してくださ
い。

住民基本台帳ネットワークシステムは、
　万全の個人情報保護対策を行っています。
・住民のみなさんの大切な個人情報を扱
　うため、その保護については法律で明
　確に規定されており、目的外利用が禁
　止されています。
　　また、このシステムの技術面や運用
　面においてもさまざまな安全対策がな
　されています。

本年8月5日、各種行政の基礎となって
いる住民基本台帳の全国ネットワーク
が稼動します。

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住 民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民 基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基 本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本 台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台 帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳
ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーークククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススステテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

　８月１日付けで上富良野駐屯地
司令として着任いたしました。
　風光明媚でさわやかなラベン
ダー香るこの地で勤務できること
は大変光栄です。２師団で８年半
勤務したことから上富良野は何度
も来ており、懐かしく想い出され
ます。
　出身は熊本。妻と長男、次男の
４人家族で、九州に残しての単身
赴任です。趣味は最近デジタルカ
メラに凝っており、シャッター
チャンスの豊富なこの地をくまな
く歩いてみたいと楽しみにしてい
ます。
　引き続き地域との良好な関係を
維持していきたいと思いますの
で、よろしくお願いいたします。

着任のごあいさつ

上富良野駐屯地司令

一等陸佐  光  永   
みつ なが

 邦  保 
くに やす
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十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報
（
2
0
0
２
年
６
月
）

　

札
幌
管
区
気
象
台
火
山
監
視
・
情
報
セ
ン
タ
ー
の
定
期
火
山
現
地
観
測
（
6
月　

日
〜　

日
）
に
よ
る
現
地
調
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１８

２０

『
概
況
』

　

今
期
間
は
静
穏
に
経
過
し
ま
し

た
。
１
９
９
７
年
以
降
時
々
微
動
が

発
生
し
、　

‐
２
火
口
は
高
温
で
活

６２

発
な
噴
煙
活
動
が
続
く
な
ど
火
山
活

動
は
高
い
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
ま

す
。

【　

‐
２
火
口
】

６２

　

火
口
内
に
は
多
数
の
活
発
な
噴
気

孔
が
あ
り
、
ジ
ェ
ッ
ト
音
を
伴
っ
て

透
明
〜
白
色
の
火
山
ガ
ス
を
勢
い
よ

く
噴
出
し
て
い
ま
す
が
、
全
体
的
に

噴
煙
量
が
多
く
詳
細
な
観
測
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
北
西
内
壁
の
噴
気

孔
は
引
き
続
き
灰
色
に
焼
け
た
状
態

で
周
辺
に
は
硫
黄
が
付
着
し
て
お

り
、
赤
外
放
射
温
度
計
に
よ
り
火
口

縁
（
距
離
約　

ｍ
）
か
ら
測
定
し
た

40

最
高
温
度
は　

℃
（
昨
年
９
月
は　

415

452

℃
）
と
、
高
温
を
維
持
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
、
最
高
温
度
が
昨
年
よ
り

【　

‐
1
火
口
】

６２

　

東
壁
に
は
鮮
黄
色
の
硫
黄
昇
華
物

が
付
着
し
て
お
り
、
一
面
か
ら
弱
い

噴
気
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
地
中

温
度
は
水
の
沸
点
以
下
で
し
た
が
、

赤
外
熱
映
像
装
置
に
よ
る
観
測
で

は
、
一
部
で
地
熱
域
の
広
が
り
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

『
噴
煙
活
動
の
状
況
』

　
　

‐
２
火
口
で
は
活
発
な
噴
煙
活

６２
動
が
続
い
て
お
り
、
噴
煙
高
度
は
概

ね
火
口
上　

〜　

ｍ
で
推
移
し
ま
し

１００

３００

た
。
風
が
弱
い
時
に
は
一
時
的
に　
１０００

ｍ
の
高
さ
に
達
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

『
火
口
・
地
熱
地
帯
の
状
況
』

　
　

‐
２
火
口
で
は
高
温
の
状
態
が

６２
続
い
て
い
る
ほ
か
、　

‐
１
火
口
の

６２

一
部
で
地
熱
域
の
広
が
り
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

十勝岳火口周辺図

【
大
正
火
口
】

　

東
側
火
口
壁
上
部
に
は
や
や
活
発

な
噴
気
孔
が
あ
り
、
周
辺
に
は
硫
黄

昇
華
物
が
付
着
し
て
い
ま
す
。
道
立

地
質
研
究
所
の
観
測
に
よ
る
と
、
噴

『
ま
と
め
』

　

十
勝
岳
の
火
山
活
動
は
依
然
活
発

で
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
噴
気
に
は
有
毒
な
ガ
ス
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
火
口
付
近
の
登

山
道
や
沢
な
ど
で
は
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

旭
川
地
方
気
象
台 
技
術
課

　
�
０
１
６
６�
６
９
３
７

【　

火
口
周
辺
の
地
熱
域
】

６２

　
　

‐
０
火
口
、　

‐
３
火
口
、
前

６２

６２

十
勝
北
側
斜
面
、
振
子
沢
噴
気
孔
群

な
ど
で
弱
い
噴
気
活
動
と
地
熱
活
動

が
続
い
て
い
ま
す
。　

‐
０
火
口
、

６２

振
子
沢
噴
気
孔
群
な
ど
で
は
硫
黄
昇

華
物
に
よ
る
は
っ
き
り
し
た
変
色
域

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
地
中
温
度

や
噴
気
温
度
は
い
ず
れ
も
水
の
沸
点

以
下
で
、
地
熱
域
の
広
が
り
等
に
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
地
殻
変
動
の
状
況
』

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
観
測
で
は
、
火
山
活
動
に

起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
特
別
な
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
や
低
下
し
た
の
は
、
噴
煙
の
影
響

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

気
温
度
の
最
高
は　

℃
（
昨
年
９
月

191

は　

℃
）
で
し
た
。

194
【
旧
噴
火
口
】

　

い
た
る
と
こ
ろ

で
弱
い
噴
気
活
動

が
続
い
て
お
り
、

湯
釜
で
は
黒
灰
色

の
湯
が
湧
出
し
て

い
ま
す
。
噴
気
温

度
は
い
ず
れ
も
水

の
沸
点
以
下
で
、

地
熱
域
の
広
が
り

に
も
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

『
地
震
活
動
の
状
況
』

　

火
山
性
微
動
は
観
測
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
小
さ
な
微
動
は
今
年
に

な
っ
て
１
月
４
日
、
３
月
７
日
、
５

月
７
日
に
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
回

数
は
１
日
あ
た
り
０
〜
２
回
と
平
常

の
レ
ベ
ル
で
推
移
し
ま
し
た
。



町へ
◎林　昭博さん（十人牧場）か
ら上小の学校教育に役立て
てと、３万円を

◎森谷咲子さん（東７線北１９号）
から保健福祉施設整備資金
として、１０万円を

町立病院へ
◎藤森勝一さん（東１１線北１９号）
から看護用品等購入資金と
して、５万円を

社会福祉協議会へ
◎渡邊國雄さん（西２線北２３号）
から母・ヤイさんの死去に際
し、３万円を

◎印藤弘一さん（丘町３丁目）
から母・シヅヱさんの死去に
際し、３万円を

◎行方仁也さん（南町１丁目）
から妻・キミ子さんの死去に
際し、５万円を

◎藤森勝一さん（東１１線北１９号）
から母・トキさんの死去に際
し、５万円を

◎森谷咲子さん（東７線北１９号）
から夫・誠さんの死去に際
し、５万円を

◎平賀周造さん（西町２丁目）
から使ってくださいと、座布
団と座布団カバー５組を

�

富良野断層帯の調査が始まりますので、お知らせします。

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

� 富良野断層帯の調査

防災まちづくり
講演会

　　講師：北海道大学名誉教授
　　　　　　勝井義雄 さん
　　日時：９月３日（火）
　　　　　　１８時３０分から
　　会場：公民館　大ホール

[活断層とは？ ]
　地震が起こったときにテレビ等
で“活断層（かつだんそう）”とい
う言葉を聞かれた方は多いと思い
ます。地震は、地下の断層が動く
（ずれる）ことによって起きます。
　活断層というのは、過去数十万
年間に繰り返し動いてきて、将来
も活動すると予測される断層を指
します。活断層が動き大きな地震
が起こると、活断層周辺の広い地
域で、建物や道路などの構造物の
破壊や崖崩れなどの自然災害が起
きます。1995年の阪神淡路大震災
は、活断層によって起きた地震で
す。
　富良野盆地にも、活断層の可能
性が高い地形があり、“富良野断
層帯”と呼ばれています。しかし、
これらの実体や過去にいつ、どの
ような規模の地震を起こしてきた
のかなど、詳しいことはほとんど
わかっていないのが現状です。

[どんな調査をするのか？ ]
　この現地調査は、北海道立地質研究所が担当しています。平成14
年度から富良野市を中心として、上富良野町、中富良野町、南富良野
町で調査を始めます。現地調査は平成15年度までの2年間で行う計画
です。
　活断層調査にあたって、数名の調査員が畑地の周りのがけや林・沢
等に立ち入り、地層を調べたりすること（地表踏査）や道路等で小型
機械を使った調査（地震探査・重力調査）をする場合があります。ま
た、活断層の近くでボーリング調査やトレンチ調査（地面に深さ数m
程度の溝を掘る調査）を行います。ボーリング調査、トレンチ調査に
ついては、事前に調査員が予定地の地権者をお伺いし、作業内容につ
いて協議させていただきます。
　こうした調査をすることにより、どこに活断層があるのか、将来い
つどれくらいの大きさの地震が起こるのか、などを予測することが
できます。これらの情報は、将来起こる可能性がある地震に備える
上で必要なものです。
　住民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　地質研究所では、これまで行ってきた活断層調査とその結果につ
いて、ホームページ掲載しております。ホームページのアドレスは、
http://www.gsh.pref.hokkaido.jp/　です。ぜひご覧ください。
　また、不明な点がございましたら下記まで、お気軽にお問い合わせ
ください。

〈北海道の活断層に関するお問い合わせ先〉
　北海道 総務部 総合防災対策室 防災消防課 防災企画係

�011-231-4111（代）
　北海道立地質研究所 地域地質部 表層地質科

�011-747-2420（代）

富良野断層帯の位置図
活断層は盆地の東西両端に分布
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編集後記

■観光シーズン中、駅前の観光案内所
の観光ボランティアのみなさん、暑い
中ご苦労様です。会長の仙波さんは、
外国からの観光客に英語で話しかけ
ます。独学で勉強されていると言う
ことですが、ボランティア活動に生か
されていて、英語で案内している姿、
すごくかっこよかったです。私はぜ
んぜんダメなので…。　　　 （おざわ）

■今年も西児童館では、「おばけ屋敷」
が行われていて、連日多くの子ども達
が「夏の涼」を楽しんでいる。この製
作には児童厚生員のほか、役場保健福
祉課と教育委員会社会教育課の職員
６人で、たった１日で研修室をあの
「恐怖の部屋」に変身させています。
恐い“すごさ”だけでなく、手早さの
“すごさ”も感じました。（いわさき）

●人のうごき●
平成１４年７月３１日現在

(　)は前月比

(＋８３)１２,８４８人人 口
(＋８５)６,５６４人男
(－２)６,２８４人女
(＋９９)５,３９８世帯世 帯

　　　この広報誌は、この広報誌は、資源リサイクルの資源リサイクルの
ため、古紙混入率100％の再生紙　　　ため、古紙混入率100％の再生紙
を使用し　　　を使用していますています。。

「ラベンダーまつり」
遊歩道を行き交い

まつりと花を楽しむ観光客
７月２１日 日の出公園

８月号表紙写真８月号表紙写真

　先月号の向井さんからめぐっ
て、尾崎さんにお逢いしました。
「今の趣味といえば、読書です
かね。推理小説を月に７冊ほど
読んでいます。高校時代まで
は、読むより書く方が好きで、
高校１年の時に仲間を募り文芸
部をつくり、小説などの話しを
書いて、ガリ版に輪転機で苦労
して印刷し、校内で本を発行し
たこともありました。お店に
飾ってある『ハルニレの木』の
写真は、一時期写真に凝ってい
たころ、ドライブがてら十勝の
ハルニレの木を撮りに何度も出
かけて撮った１枚で、みんなに
ほめられる私の一番のお気に入
りです」と話してくれました。

 尾  崎   玲 子    さん
お ざき れい こ

昭和２１年生まれ

扇町１丁目

『
牛
乳
パ
ッ
ク
の
お
ば
け
』

『
牛
乳
パ
ッ
ク
の
お
ば
け
』

牛乳パックでのおばけを少
しづつ完成するたび、隣の
お友達と「お化け～」と楽し
んで作っていましたね。　　
　                    （長野先生）

わ
か
ば
愛
育
園

 斉  藤   未 来    ちゃん
さい とう み き

（平成９年生まれ・新町１丁目）

おばけの髪形もえんぴつを
使い、真剣に丸めていまし
たね。クルクルヘアーのお
ばけになりましたね。　　　

（長野先生）

 吉  田   愛 羅    ちゃん
よし だ あい ら

（平成９年生まれ・東町４丁目）
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上川管内少年団水泳大会
　　　　　　   　９：００～　�海 

９／
１ 日

天体観測会　　　２０：００～　�西 
女性水泳教室　　１９：３０～　�海 

８／
１９月

女性水泳教室　　１９：３０～　�海 ２ 月
子育て広場　　　１０：００～　�社 
天体観測会　　　１３：３０～　�西 ２０火

子育て講演会　　１０：００～　�社 ４ 水映画鑑賞会　　　１９：００～　�社 ２２木
自主企画芸術鑑賞事業
　　　　　　　　１８：００～　�社 ７ 土

水中ウォーキング教室
　　　　　　　　１９：００～�社 �海 ２３金

女性水泳教室　　１９：３０～　�海 ９ 月
津市子ども会交流会
（日高青年の家）　～25日まで２４土

子育て広場　　　１０：００～　�社 １３金女性水泳教室　　１９：３０～　�海 ２６月
矢吹紫帆シンセサイザー
コンサート　　　１８：３０～　�公 １６月水泳技能認定会　１９：００～　�海 ２８水

天体観測会　　　１９：００～　�西 １７火町民芸術劇場（中学・高校の部）
　　　　　　　　１０：００～　�社 ２９木

水泳技能認定会　１９：００～　�海 ２５水子育て広場　　　１０：００～　�社 ３０金

子育て広場　　　１０：００～　�社 ２７金東中町民プールクローズ３１土

一一 般般 書書
海を見る人　　　　　（小林　泰三）

本能寺の変　　　　　（津本　　陽）

子盗り　　　　　　　（海月　ルイ）

夢の封印　　　　　　（坂東眞砂子）

君が代は千代に八千代に
　　　　　　　　　　（高橋源一郎）

初夜　　　　　　　　（林　真理子）

ゴッホ殺人事件上・下（高橋　克彦）

くねくね日記　　　（田口ランディ）

沙高樓綺譚　　　　　（浅田　次郎）

燃えつきるまで　　　（唯川　　恵）

児児 童童 書書
ティモシーとサラとたからのちず
　　　　　　　　　　（芭蕉みどり）

おばけやしきはこわいぞ
　　　　　　　　　（ささきようこ）

学校犬クロの一生　　（今泉　耕介）

まっかなまっかな木　（三浦　綾子）

魔法使いハウルと火の悪魔
　　（ダイアナ・ウィン・ジョーンズ）

おとうさんがおとうさんになった日
　　　　　　　　　　（長野ヒデ子）

ジェイミーが消えた庭
　　　　　　　　（キース・グレイ）

はなちゃんのこいびと　　（のぶみ）

ねずみくんのしりとり
　　　　　　　　　（なかえよしを）

 あいうえ　おちあいくん
　　　　　　　　　　（武田　美穂）

参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーー
8月１８日～９月３０日までの

公民館図書室

新刊のご案内

観　測　対　象観測時間観　測　日

月、天王星、海王星　　　　※悪天の場合、天体ビデオ鑑賞に変更２０時００分集合8月１９日(月)
（スターウィーク）

太陽の黒点　　　　　　　　※悪天の場合は、中止とします。（中止の場合、西小に張り紙でお知らせします。）１３時３０分集合8月２０日(火)
（スターウィーク）

上弦の月、天王星、海王星　※悪天の場合、天体ビデオ鑑賞に変更１９時００分集合９月１７日(火)

週月・木曜日の９時より定期的に清掃を行っています。悪天候の場合は、
天気が良くなりしだい日を改めて清掃を行っていますので、外で水遊び
ができる期間は、快適に利用できます。水を張った直後は水温が低い場
合がありますので、ご了承ください。
　ご希望の方には、水遊び用のおもちゃを貸し出しています。
　残りわずかな夏を楽しく、快適に過ごすため、ぜひご利用ください。
　なお、ペットを池の中で遊ばせることはしないでください。

納納涼涼ををももととめめてて

　スターウィークは、全国各地で望遠鏡や肉眼で昼や夜の空に親しむという週間です。今年は、西小学校
チャレンジ天文台もスターウィークを設定し、観測することになりました。望遠鏡でなければ決して見るこ
とのできない惑星や間近で見る迫力ある太陽、そして黒点や温度のちがいなど、天体観測に興味のある方や
はじめて体験される方もこの機会に、ぜひ鑑賞してください。

　７月１９日の子育て広場では、
社教センター前庭の池で、３８組
の親子が楽しく足を入れて遊ん
でいました。
　社教センター前庭の池は夏の
期間、水遊びができる憩いの場
になっています。利用者に気持
ち良く使ってい ただくため、毎

7月19日 子育て広場7月19日　子育て広場

～社教センター前庭の池～

�社  … 社会教育総合センター
�海  … Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
�西  … 西小学校チャレンジ天文台
�公  … 公民館

スターウィーク天体スターウィーク天 体 観 測 会観 測 会 開開 催催
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information

☆第27回読書感想文・体験文・感

想画コンクール作品募集

募集期間　９月１日～９月２９日

募集対象　小学生・中学生

                 高校生・一般         

申込方法　

　申込用紙に学校名・学年組・氏

名・図書名・出版社名を記入し、

公民館図書室に提出してくださ

い。

　問合せ・応募規格など詳しいこ

とは、公民館図書室��３１５８

講座・教室

☆８月の映画鑑賞会

　「幸福の黄色いハンカチ」

　北海道を舞台に刑務所帰りの中

年男と、偶然会った男女それぞれ

の愛を見つけるまでを描いた作品

（昭和５２年作）

と　き　８月２２日（木）１９時～

ところ　社会教育総合センター

             視聴覚室

出　演　高倉健　賠償千恵子

鑑賞料　無   料

映画・芸術鑑賞

パソコン初級・ワードエクセル技術講習会

３人の小学生が沖縄へ
　Ｂ＆Ｇ財団では、全国の小学５年生
から中学生を対象にマリンスポーツを
はじめ、沖縄の海や自然と触れ合う
「Ｂ＆Ｇ海洋体験セミナー」を実施し
ています。上富良野町でも、毎年参加
者を募集し、このB&G海洋体験セミ
ナーに小学生を派遣しており、今年は
７月２５日から３０日の日程で、三浦咲菜
さん（西小６年）、村上豊寛くん（清富
小６年）、水野佑希さん（上小５年）の
３名が、参加してきました。

　10月までのパソコン技術講習会の申込み状況は、次のとおりです。

　× 満員　△ 若干余裕あり　〇 余裕あり
　※　申込み・問合せは社会教育総合センターまで

　参加者の一人、村上豊寛くんにお話を聞きました。
　「学校で配られた募集のチラシを見て、面白そうだなと思い、応募し
ました。抽選で選ばれて沖縄に行くことになり、はじめは友達ができる
か心配でしたが、参加して時間が経つにつれて友達もできていきまし
た。沖縄ではカヌーでマングローブの森の観察やヨット、バナナボート
などの海洋性スポーツ、海中観察など、初めて体験するものばかりで、
とても面白かったです。」と話してくれました。

10月
初級

９月
ワード・エクセル

８月
初級月別内容

夜間午後夜間午後夜間午後
〇〇×〇×△申込状況

　「ぼくは今回の研修で一番楽しかったのは、小平町でバナナボートに
乗ったことです。昨年はカヌーで沖に流されヒヤッとしましたが、今年
は上手に乗ることができました。青年の家では、ベットメイキングが勉
強になりました。とにかく、大勢で何かするのが大好きです。来年は中
学生になるので、今度はパレット（子ども会リーダーサークル）に入っ
て、リーダーとして子供会行事に参加したいです。」と話してくれまし
た。
　子供会行事は、研修やレクリエーションなどを通じて子ども達みんな
が楽しく交流を深める場です。多くの参加をお待ちしております。

講座・教室

☆子育て講演会開催

　森久美子さんを講師に招き、自

分の子育てのエピソードや子育て

中の親へメッセージを送り、講演

します。

と　き　９月４日（水）１０時～

ところ　社会教育総合センター

             武道館

講演者　森　久美子　氏

鑑賞料　無   料

主　催　子育てネットワーク

※託児所を別室で設置します。

　７月２９日から３１日までの２泊３日、
北海道立青年の家（深川市音江）で、
小学５・６年生を対象に子ども会中級
リーダー研修会が開催されました。
　今年、初級リーダー研修会とサイク
リングキャンプに参加して、中級リー
ダー研修会は昨年に引き続き、２回目
の参加となる能島浩樹くん（上小６年）
にお話を聞きました。

子供会のリーダーに一歩前進！～子ども会中級リーダー研修会～

「Ｂ＆Ｇ海洋体験セミナー」

村上豊寛くん

能島浩樹くん能島浩樹くん
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　今回、はじめて水中ゲーム大会に参加した、
新町４丁目の世坂遼太くんとお母さんの晴美さ
んにお話を聞きました。　
　「今回参加したきっかけは、１年生になって子
供水泳教室に参加し、ビート板を使って少しづ
つ泳げるようになって、水中で遊ぶ楽しさを覚
えたからだと思います。この調子でもっともっ
と水に親しんでほしいですね。」
　遼太くんも「僕が大きなシャチにのり、お母さ
んが押してくれたゲームが楽しかったです。今
度は２年生になるので、大きいプールで遊べる
ので、とても楽しみです。」

　７月２７日にＢ＆Ｇ海洋センターで、町内の幼
児・小学生が集まり、２年生以上の部と幼児・
１年生の部に分かれて、「水中ゲーム大会」が開
催されました。
　２年生以上の部は４チーム（たこ・いか・か
に・くじら）に分かれて、宝さがし、水中玉入
れ、ウォーターダンクシュート、スローイング・
ザ・ボール、浮島リレーの５種目で順位を競い、
いかチームが優勝しました。
　また、幼児・１年生の部は、水鉄砲で的をた
おすゲームやプラスチック製の魚をあみです
くってとるゲーム、シャチの上に子供をのせて
保護者が押すゲームなど、親子で水中ゲーム大
会を楽しみました。

夏だ！プールだ！「水中ゲーム大会」夏だ！プールだ！「水中ゲーム大会」

ウォーターダンクシュートウォーターダンクシュート

魚をあみですくってとるゲーム

世坂遼太くん・晴美さん世坂遼太くん・晴美さん


